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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
欧米の物差しで行われてきた価値観調査に関して、特にアジアの文化的特性を踏まえた尺度構成によ

る国際比較調査であり、また過去の「日本人の国民性」調査の縦断的調査として、学術的意義、各国国

民の意識啓発的意義は大きい。計画進捗に一部の遅れが見られ、また調査法に一部の変更があったもの

の、昨年度までに概ね計画を遂行しており、その成果も代表者の所属研究所の WEB サイト等を通じて

公開されている。 
他方、各国での調査実施手続きが初年度など早い段階で十分詰められていなかったために、標本抽出

法が変更されたり、計画に遅れが生じたことの影響が懸念される。また、現時点でアメリカの GSS 尺度、

WVS 尺度、Asian Barometer などとの差異性が十分読み取れない。さらに、国際分類学会での発表は

なされているが、国際的レベルでの発信に課題が残っているように思われ、残る期間内での調査研究が

期待される。 


